
１ 
国
分
寺
北
部
小
学
校
校
門
（
旧
端
岡
尋
常

小
学
校
校
門
） 

 
 

通
称
「
赤
門
」。
国
分
寺
北
部
小
学
校
の
前
身
で
あ

る
端
岡
尋
常
小
学
校
（
後
、
端
岡
国
民
学
校
、
端
岡

小
学
校
を
経
て
、
昭
和
三
十
年
、
国
分
町
発
足
に
合

わ
せ
て
国
分
寺
北
部
小
学
校
と
改
称
）
は
、
明
治
二

十
七
（
一
八
九
四
）
年
に
、
国
分
尋
常
・
新
居
簡
易

の
両
小
学
校
を
統
合
し
て
創
立
さ
れ
た
。
そ
の
時
に

正
門
と
し
て
築
造
さ
れ
た
も
の
で
、
高
さ
三
・
四
㍍
、

間
口
二
㍍
の
赤
煉
瓦
で
、
上
部
は
半
円
形
の
ア
ー
チ

型
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
中
央
に
は
か
つ
て
は
「
忠

孝
」
と
書
か
れ
た
木
製
の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

国分寺北部小学校校門 
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そ
の
扁
額
は
現
在
も
北
部
小
学
校
に
保
管
さ
れ
て
い

る
。 な

お
、
門
柱
の
下
部
約
一
・
七
㍍
は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
よ
る
後
補
で
あ
る
。
昭
和
四
十
五
年
三
月
二

十
八
日
に
国
分
寺
町
が
指
定
し
た
。
平
成
十
七
年
に

香
川
県
近
代
化
遺
産
総
合
調
査
報
告
書
に
登
載
さ
れ
、

平
成
十
八
年
の
合
併
後
に
は
、
高
松
市
が
町
の
指
定

を
引
き
継
い
だ
。
現
在
は
、
旧
新
塩
屋
町
小
学
校
門

柱
と
と
も
に
、
市
内
の
近
代
化
・
教
育
普
及
を
示
す

貴
重
な
遺
産
と
し
て
市
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る

２
例
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。 

   

２ 

史
跡
讃
岐
国
分
尼
寺
跡 

  

国
分
尼
寺
は
法
華
滅
罪
之
寺
（
ほ
っ
け
め
つ
ざ
い

の
て
ら
）
と
い
い
、
国
分
寺
と
と
も
に
一
国
に
一
寺

建
立
さ
れ
た
官
寺
（
か
ん
じ
）
で
あ
る
。
国
分
寺
の

北
東
約
二
㌔
㍍
の
位
置
に
あ
り
、
寺
域
と
推
定
さ
れ

る
約
三
二
〇
〇
〇
平
方
㍍
が
昭
和
三
年
二
月
に
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
ぼ
中
心
に
法
華

寺
が
あ
り
、
北
東
の
隅
に
春
日
神
社
が
あ
る
。
法
華

寺
境
内
に
国
分
寺
境
内
に
あ
る
も
の
と
同
じ
自
然
石

の
礎
石
が
残
り
、
金
堂
の
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。 

 

史
跡
保
護
の
た
め
に
、
家
屋
の
建
替
え
等
の
文
化

財
保
護
法
に
よ
る
現
状
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い
区

域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
分
寺
町
時
代
に
公
有
地
化 
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の
方
針
を
打
ち
出
し
、
高
松
市
が
引
き
続
き
、
所
有

者
等
の
申
し
出
を
受
け
、
部
分
的
に
用
地
の
買
上
げ

公
有
地
化
を
行
っ
て
来
た
。
昨
年
度
末
（
二
十
八
年

三
月
）
ま
で
に
約
一
㌶
を
買
上
げ
て
、
公
有
化
対
象

面
積
の
約
三
十
五
㌫
と
な
っ
た
。
公
有
地
化
し
た
土

地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
で
な
か
っ
た
伽

藍
配
置
等
、
史
跡
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
発

掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。 

平
成
十
八
年
か
ら
二
十
六
年
（
八
次
調
査
分
）
に

実
施
し
た
発
掘
調
査
で
は
、
講
堂
跡
、
尼
房
跡
な
ど

国
分
尼
寺
に
お
け
る
重
要
な
施
設
が
残
っ
て
い
る
こ

と
が
判
明
す
る
と
と
も
に
法
華
寺
境
内
の
礎
石
が
金

堂
跡
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
、
重
要

な
成
果
を
上
げ
た
。 

史跡讃岐国分尼寺跡公有地化状況 



4 

 

 

              

讃岐国分尼寺跡伽藍配置及び基壇造成範囲想定図 
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【
法
華
寺
】 

 
創
建
時
よ
り
国
分
寺
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
っ

て
い
た
が
、
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
の
「
国
分
寺

末
寺
帳
」
に
よ
る
と
、
既
に
国
分
寺
の
末
寺
か
ら
退

転
し
て
い
る
。
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
「
讃
岐
国

名
勝
図
会
」
に
は
「
境
内
も
八
町
ば
か
り
あ
り
て
、

塔
美
麗
の
大
伽
藍
な
り
と
ぞ
。
天
正
年
中
失
火
に
灰

燼
（
か
い
じ
ん
）
と
な
り
け
り
」
と
あ
る
。 

 

現
在
、
観
音
堂
に
懸
る
鰐
口
（
わ
に
ぐ
ち
）
の
銘

に
よ
る
と
、
奉
納
さ
れ
た
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年

に
は
十
臂
十
目
観
自
在
尊
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
先

の
国
分
寺
末
寺
帳
に
も
小
堂
の
み
が
残
る
と
あ
る
の

で
、
こ
の
こ
ろ
に
は
観
音
堂
だ
け
に
な
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
現
在
の
観
音
堂
は
、
棟
札
（
む
な
ふ
だ
）

法華寺の山門 
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に
よ
り
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
に
再
建
さ
れ
た
も

の
で
、
銘
文
中
「
興
隆
密
教
」
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、

当
時
は
真
言
・
天
台
の
い
ず
れ
か
の
宗
派
に
属
し
て

い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
後
弘
化
三
（
一
八
四
六
）

年
に
諦
乗
が
真
宗
寺
院
と
し
て
再
興
し
現
在
に
至
る
。

真
宗
寺
院
に
な
っ
た
後
も
毎
年
四
月
二
十
四
日
に
大

般
若
経
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
は
鷲
峰
寺
か

ら
大
般
若
経
を
牛
の
背
に
載
せ
て
運
ん
だ
と
い
う
。

こ
の
日
に
合
わ
せ
て
門
前
で
は
市
も
開
か
れ
、「
観
音

さ
ん
の
市
」
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
境

内
に
は
菅
原
道
真
が
当
寺
の
牡
丹
を
愛
で
て
詠
ん
だ

漢
詩
を
刻
む
「
白
牡
丹
の
碑
」
が
あ
る
。
現
在
も
、

境
内
で
は
牡
丹
の
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

   『讃岐国名勝図会』に見られる法華寺跡 
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３ 

如
意
輪
瓦
窯
跡
（
に
ょ
い
り
ん
じ
が
よ
う

あ
と
） 

  

如
意
輪
寺
は
、
国
分
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
が
、
天
正

年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
に
は
退
転
し
た
と
さ
れ
る
。

現
在
は
無
住
で
、
建
物
も
朽
ち
果
て
て
お
り
、
創
建
の

経
緯
な
ど
も
不
明
で
あ
る
が
、
国
分
寺
、
鷲
峰
寺
（
じ

ゅ
う
ぶ
じ
）
と
と
も
に
古
い
歴
史
を
も
つ
国
分
寺
地
域

を
代
表
す
る
寺
院
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
境
内
周
辺
で

は
軒
瓦
が
採
集
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
平
安
時
代

末
期
の
も
の
で
あ
る
。 

平
成
十
年
、
近
隣
の
如
意
輪
寺
公
園
の
整
備
事
業
の

際
に
瓦
窯
２
基
が
発
見
さ
れ
、
国
分
寺
町
教
育
委
員
会

に
よ
り
調
査
さ
れ
た
。
こ
の
瓦
窯
は
、
国
分
台
よ
り
南

に
延
び
た
南
嶺
の
丘
陵
に
画
さ
れ
た
谷
奥
部
に
立
地

す
る
。
窯
跡
二
基
が
発
見
さ
れ
、
い
ず
れ
も
長
さ
四
㍍

程
の
小
規
模
な
半
地
下
式
有
牀
平
窯
（
は
ん
ち
か
し
き

ゆ
う
し
ょ
う
ひ
ら
が
ま
）
で
、
大
き
さ
や
規
模
、
そ
し

て
構
造
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
時
期
に
操
業

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
し
た
土
器
や
瓦
な
ど

か
ら
、
平
安
時
代
末
（
十
一
世
紀
末
）
頃
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
窯
跡
は
如
意
輪
寺
付
属
の
瓦
窯

と
考
え
ら
れ
る
他
、
国
分
二
寺
の
補
修
瓦
と
し
て
焼
成

さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
窯
跡
は

公
園
内
に
埋
め
戻
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。 
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如意輪寺瓦窯跡平面図及び縦・横断面図 



9 

 

４ 

如
意
輪
寺
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ 

 
如
意
輪
寺
の
境
内
に
あ
る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
は
高
さ
が

約
六
㍍
も
あ
り
、
樹
齢
は
二
～
三
百
年
と
さ
れ
て
い

る
。
幹
の
根
元
か
ら
複
数
の
枝
に
分
か
れ
て
大
き
く

枝
を
広
げ
、
幹
周
り
は
太
い
も
の
で
七
十
㌢
㍍
程
あ

る
。
葉
の
肉
質
は
厚
く
光
沢
が
あ
り
、
花
弁
が
大
き

い
の
が
特
徴
で
彼
岸
頃
に
深
紅
の
花
を
咲
か
せ
る
。 

昭
和
五
十
八
年
三
月
に
国
分
寺
町
に
よ
り
指
定
さ

れ
、
高
松
市
と
の
合
併
後
も
市
指
定
の
天
然
記
念
物

に
な
っ
て
い
る
が
、
近
年
は
周
辺
環
境
の
変
化
な
ど

に
よ
っ
て
樹
勢
が
衰
え
て
い
る
。
合
併
以
後
、
樹
勢

を
と
り
も
ど
す
べ
く
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
み
は
」
の
方
々

の
支
援
で
、
土
壌
改
良
や
栄
養
剤
の
注
入
な
ど
、
養

生
に
努
め
て
い
る
が
、
完
全
な
樹
勢
の
回
復
に
は
至
っ

て
い
な
い
。 

 

最盛期の如意輪寺のヤブツバキ 
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ま
た
、
近
年
の
専
門
家
に
よ
る
所
見
か
ら
、
こ
の

ツ
バ
キ
は
野
生
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
で
は
な
く
、
江
戸
時

代
に
肥
後
藩
に
お
い
て
園
芸
種
と
し
て
開
発
さ
れ

た
「
ヒ
ゴ
ツ
バ
キ
」
が
、
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。 

         

５ 

特
別
史
跡
讃
岐
国
分
寺 

 
 

讃
岐
国
分
寺
は
奈
良
時
代
に
聖
武
天
皇
の
詔
勅

（
し
ょ
う
ち
ょ
く
）
に
よ
り
諸
国
に
建
立
さ
れ
た

国
分
寺
の
一
つ
で
、
正
式
に
は
金
光
明
四
天
王
護 

国
之
寺
（
こ
ん
こ
う
み
ょ
う
し
て
ん
お
う
ご
こ

く
の
て
ら
）
と
い
い
、
国
分
尼
寺
に
対
し
て
僧
寺

と
も
呼
ば
れ
る
。
八
十
番
札
所
国
分
寺
境
内
を
含

む
東
西
約
二
二
〇
㍍
、
南
北
約
二
四
〇
㍍
の
範
囲

が
寺
域
と
さ
れ
、
そ
の
全
域
が
四
国
で
唯
一
の
特

別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

国
分
寺
の
境
内
に
は
金
堂
お
よ
び
塔
の
礎
石
が

残
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
本
堂
が
講
堂
跡
の
上
に

建
っ
て
い
る
こ
と
が
古
く
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
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が
、
昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
か
ら
行
わ
れ

た
調
査
に
よ
り
、
具
体
的
な
伽
藍
の
様
子
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。 

 
 

          

  

            

讃岐国分寺伽藍配置図 
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讃
岐
国
分
寺
の
伽
藍
配
置
は
中
門
と
金
堂
、
講
堂

が
南
北
に
一
直
線
に
並
ぶ
大
官
大
寺
（
だ
い
か
ん
だ

い
じ
）
式
の
伽
藍
配
置
で
金
堂
と
中
門
が
回
廊
で
結

ば
れ
て
お
り
、
回
廊
で
取
り
囲
ま
れ
た
区
画
の
東
寄

り
に
塔
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
講
堂
の
北
に
は
僧
房

が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
鐘
楼
・
経
蔵
な
ど
の
建
物
の
遺

構
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

 

調
査
後
は
史
跡
公
園
と
し
て
保
存
・
修
景
整
備
が

図
ら
れ
、
出
土
資
料
は
讃
岐
国
分
寺
跡
資
料
館
に
保

管
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

 

【
白
牛
山
千
手
院 

国
分
寺
】 

 

当
寺
は
現
在
八
十
八
ヵ
所
第
八
十
番
札
所
と
し
て
、

多
く
の
巡
礼
者
が
参
拝
に
訪
れ
て
い
る
。
境
内
に
は

讃
岐
国
分
寺
の
金
堂
及
び
塔
の
礎
石
群
が
残
っ
て
お

り
、
現
在
の
本
堂
は
讃
岐
国
分
寺
の
講
堂
跡
に
建
っ

て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

平
安
時
代
の
十
一
世
紀
以
降
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で

の
様
子
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
徳
二
（
一

三
九
一
）
年
「
大
和
国
西
大
寺
諸
国
末
寺
帳
」
に
名

が
見
え
、
そ
の
こ
ろ
に
は
大
和
西
大
寺
流
の
律
宗
寺

院
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
本
堂

も
こ
の
こ
ろ
建
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
国
分
寺
末
寺
帳
」
に
は
、
国
分
寺
町
域
及
び
坂

出
市
府
中
に
合
わ
せ
て
三
十
三
の
末
寺
の
名
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
末
寺
は
、
そ
の
後
の
寛
文
年

間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
ま
で
に
円
林
坊
（
現

在
の
宝
林
寺
）
を
残
し
て
退
転
す
る
が
、
往
時
の
寺
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盛
が
う
か
が
え
る
。 

 
近
世
に
入
り
、
良
遍
に
よ
り
中
興
が
な
さ
れ
、
以

後
真
言
宗
寺
院
と
し
て
現
在
に
至
る
。
二
代
の
良
宥

の
頃
よ
り
、
境
内
の
整
備
に
着
手
、
寛
文
年
間
及
び

文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
一
八
）
に
は
高
松
藩

主
の
援
助
に
よ
り
本
堂
の
修
復
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
四
国
遍
路
が
庶
民
に
浸
透
す
る
と
と
も
に
、
札

所
と
し
て
も
発
展
を
遂
げ
た
よ
う
で
あ
る
。
嘉
永
七

（
一
八
五
四
）
年
「
讃
岐
国
名
勝
図
会
」
や
弘
化
三

（
一
八
四
六
）
年
「
金
毘
羅
参
詣
名
所
図
会
」
に
は

本
堂
の
ほ
か
に
、
薬
師
堂
・
大
師
堂
・
毘
沙
門
堂
・

鐘
楼
・
茶
堂
接
待
所
・
大
塔
址
・
金
堂
址
・
蓮
池
・

仁
王
門
な
ど
、
境
内
の
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い

る
。
本
堂
が
昭
和
二
十
五
年
八
月
に
、
本
尊
の
木
造

『金毘羅参詣名所図絵』にみえる讃岐国分寺 
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千
手
観
音
立
像
が
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
三

月
に
、
銅
鐘
が
昭
和
十
九
年
九
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。（
観
音
立
像
及

び
銅
鐘
は
指
定
時
は
国
宝
） 

 

【
公
有
地
化
事
業
】 

文
化
財
保
護
法
に
よ
り
、
保
存
を
図
る
べ
く
指
定

さ
れ
た
史
跡
に
お
い
て
は
、
家
屋
の
建
替
え
や
新
築

な
ど
の
現
状
変
更
を
行
う
に
あ
た
り
文
化
庁
長
官
の

許
可
が
必
要
で
あ
る
。
特
別
な
場
合
を
除
い
て
は
、

現
状
変
更
は
認
め
ら
れ
な
い
一
方
で
、
土
地
の
所
有

者
等
の
権
利
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

対
応
と
し
て
、
国
分
寺
町
は
文
化
庁
の
指
導
も
あ
っ

て
、
昭
和
五
十
二
年
の
宅
地
化
に
伴
う
公
有
地
化
を

契
機
に
、
公
有
地
化
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
現
状
変
更
に
伴
う
事
前
確
認
調
査
や
昭
和

五
十
八
年
度
か
ら
着
手
し
た
発
掘
調
査
に
よ
り
、
僧

坊
跡
・
鐘
楼
跡
と
考
え
ら
れ
る
礎
石
や
築
地
塀
を
囲

む
溝
跡
と
み
ら
れ
る
遺
構
な
ど
を
発
見
し
、
伽
藍
配

置
が
明
ら
か
に
な
る
成
果
を
上
げ
、
保
存
整
備
事
業

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

ま
た
、
こ
の
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
寺
域
（
約
二

町
＝
二
三
〇
㍍
四
方
）
が
推
定
で
き
た
こ
と
か
ら
、

平
成
二
年
二
月
に
「
保
存
管
理
指
針
」
を
策
定
し
、

寺
域
内
と
推
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
は
現
状
変

更
を
認
め
ず
、
家
屋
の
建
て
替
え
計
画
が
明
ら
か
に

な
る
な
ど
に
際
し
て
、
順
次
公
有
地
化
を
行
っ
た
結

果
、
昨
年
度
末
（
二
十
八
年
三
月
）
ま
で
に
公
有
化
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対
象
面
積
の
約
八
十
四
㌫
と
な
る
約
三
㌶
を
買
上

げ
て
い
る
。 

【
保
存
整
備
事
業
】 

 

讃
岐
国
分
寺
跡
の
保
存
整
備
事
業
は
、
昭
和
五
十

九
（
一
九
八
四
）
年
度
か
ら
平
成
六
（
一
九
九
四
）

年
度
ま
で
の
十
一
年
に
及
ん
だ
。
こ
の
間
に
築
地
塀

の
整
備
、
僧
坊
の
復
元
、
伽
藍
配
置
模
型
の
設
置
、

遺
構
明
示
工
事
、
資
料
館
建
設
が
実
施
さ
れ
史
跡
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
整
備

か
ら
約
二
十
年
が
過
ぎ
、
特
に
植
栽
の
生
育
不
良
や

枯
損
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
地
域
住

民
か
ら
万
葉
植
物
に
よ
る
景
観
形
成
等
の
要
望
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
四
年
度
に
特
別
史
跡
讃

岐
国
分
寺
跡
植
栽
計
画
を
策
定
し
、
二
十
七
年
度
ま 

              

特別史跡讃岐国分寺跡公有地化状況 
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で
に
史
跡
公
園
内
の
水
路
改
修
、
高
木
、
中
低
木
の

植
栽
、
植
物
名
札
プ
レ
ー
ト
の
整
備
、
土
壌
改
良
等

を
実
施
し
た
。
そ
し
て
今
年
度
、
二
十
八
年
度
か
ら

は
万
葉
の
森
事
業
と
し
て
、
地
域
住
民
（
讃
岐
国
分

寺
天
平
文
化
倶
楽
部
万
葉
の
森
部
会
）
が
主
と
な
り
、

草
花
の
植
栽
や
灌
水
、
除
草
な
ど
の
維
持
管
理
を
行

っ
て
い
る
。 

  

【
参
考
・
引
用
文
献
】 

『
さ
ぬ
き
国
分
寺
町
誌
』
国
分
寺
町 

平
成
十
七
年
三
月 

 

『
特
別
史
跡
讃
岐
国
分
寺
跡
保
存
整
備
事
業
報
告
書
』 

 

国
分
寺
町
教
育
委
員
会 

平
成
八
年
三
月 

    

   

築地塀復元（上）、伽藍配置模型（２段目）、僧坊基壇復元（３段目）、資料館（下） 


